
　10月7日、「川辺ダム湖＆湖岸道路クリーンアップ

作戦」が行われました。「川辺町きれいにしよう会」

（代表：小嶋隆さん）の呼びかけにより、川辺町内

の企業、各種団体、町職員、中学・高校・大学や実

業団のボート部、スポーツ少年団などから300人以上

が参加し、大規模なものとなりました。 

　参加者は、水上班と陸上班に分かれ､水上班はモー

ターボートに乗り､湖面のゴミ拾い、陸上班は、湖岸

道路のゴミ拾いを行いました｡　2時間ほどで2ｔトラ

ックに2杯のゴミが集まりました。またダム湖からは、

ペットボトルや流木などのほか、冷蔵庫やテレビな

ども引き上げられ、参加者を驚かせました。 
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使用料及び手数料 
6202万円　1.8％ 

繰越金 
2億5,766万円 
7.4％ 

諸収入 
6822万円　2.0％ 

寄付金 
598万円 0.2％ 

地方交付税 
10億860万円 
29.0％ 

地方譲与税 
1億4937万円　4.3％ 

地方消費税交付金 
1億8万円　2.9％ 

ゴルフ場利用税交付金 
3097万円　0.9％ 

自動車取得税交付金 
3560万円　1.0％ 

地方特例交付金 
3515万円　1.0％ 

県支出金 
1億4473万円 
4.2％ 

その他 
1509万円 
0.4％ 

町債 
1億8880万円 
5.4％ 

繰入金 
4187万円　1.2％ 

分担金及び負担金 
8686万円 
2.4％ 

国庫支出金 
7692万円 
2.2％ 

財産収入 
3804万円　1.1％ 

町税 
11億3621万円 
32.6％ 

歳入 

34億8217万円 

自

主
財源 48.7％

依

存
財源 51

.3
％

 

平成18年度決算報告 
川辺町の家計簿 

　歳入は34億8217万円、前年度と比

べ3億2148万円（8．5％）の減少とな

りました。主な歳入は、町税11億

3621万円（対前年比818万円　0．7％減）、

地方交付税10億860万円（対前年比

1145万円 1．1％減）、町債1億8880万

円（対前年比1億3590万円　41．9％減）

となりました。町債の大幅な減少は、

平成17年度に実施した、中央公民館図

書室増床事業の5000万円の減少と、

ダム湖周辺（左岸遊歩道）整備事業の

5900万円の減少によるものです。 

　また、基金（町の貯金）からの繰入

金は、スポーツ振興を目的とした「ス

ポーツ振興基金」の取り崩しのみを行い、

資金不足による基金の取り崩しは一切

行いませんでした。 

　平成18年度の一般会計決算額は、

歳入（町に入ったお金）が34億

8217万円、歳出（町が使ったお金）

が33億2523万円、差し引き1億

5694万円が平成19年度に繰り越

されました。前年度と比較すると、

歳入で8．5％、歳出で6．2％の減少

となりました。 

　平成18年4月1日現在の人口11，

160人で割ってみると、一人当た

り31万2千円のお金が入り、29万

7千円のお金を使ったことになり

ます。 

平成18年度の川辺町一般会計、特別会計、公営企業会計の決算がまとまり、町議会で認定されました。 

決算の概要 

歳　　　入 

平成18年度 

平成17年度 

平成16年度 

平成15年度 

平成14年度 

0 10億 

33億2523万円 

34億8217万円 

35億4599万円 

38億365万円 

43億4709万円 

46億7171万円 

43億1327万円 

45億7709万円 

48億1404万円 

20億 

歳入 歳出 

30億 40億 50億 

47億4099万円 
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歳出 

（目的別） 

33億2523万円 

議会費　5392万円　1.6％ 
公債費　2億7355万円　8.2％ 

災害復旧費 
0万円　0.0％ 

総務費 
5億6509万円 
17.0％ 

民生費 
8億5828万円 
25.8％ 

衛生費 
3億7976万円 
11.4％ 

労働費　300万円　0.1％ 
農林水産業費 
1億3162万円　4.0％ 

商工費 
3585万円　1.1％ 

土木費 
5億275万円 
15.1％ 

消防費 
1億6953万円 
5.1％ 

教育費 
3億5188万円 
10.6％ 

 

　歳出は33億2523万円、前年度と比べ2

億2076万円（6．2％）の減少となりまし

た。民生費、衛生費、農林水産業費、消

防費が増加した以外は、各費目とも減少

となりました。 

　平成18年度は、西小学校耐震補強計画・

実施設計業務、中央公民館・旧庁舎の耐

震診断、旧庁舎アスベスト改修事業、飛

騨川橋・山川橋の橋りょう詳細点検事業、

AED導入事業、救助用ゴムボート配備事

業などを実施しました。 

　歳出の目的別では、教育費が中央公民

館図書室増床事業が終了したことにより

前年度と比べ1億7499万円（33．2％）の

減少、土木費では道路維持管理事業の減

少や山川橋整備基金積立を行わなかった

ことにより前年度と比べ8221万円（14．

1％）の減少となりました。一方、衛生

費では環境整備基金の積立が大きな要因

となり、前年度と比べ6094万円（19．1％）

の増加となりました。 

　歳出の性質別では、積立金と繰出金が

大幅な増加となりました。積立金は、財

政調整基金、環境整備基金、まちづくり

基金、スポーツ振興基金等に2億1368万

円の積み立てを行ったため増加しました。

また、基金利子の積立では、基金の確実

かつ効果的な運用として、普通預金から

定期預金に変更したことにより、基金利

子が前年度と比べ大幅に増加しました。

繰出金は、一般会計から下水道事業特別

会計、老人保健特別会計、介護保険事業

特別会計など特別会計への繰出金が増加

要因となりました。 

　他の経費では、普通建設事業費が前年

度と比べ2億1731万円（44．3％）の減少、

人件費では、前年度と比べ9387万円（10．

2％）の減少となりました。また、物件費、

補助費等（各種団体への補助金等）の削

減にも努めました。 

　全体としましては、第４次行政改革大

綱の推進による経常経費の削減に努める

とともに、安全安心に配慮した事業を積

極的に実施した決算となりました。 

歳出 

（性質別） 

33億2523万円 

積立金　2億1497万円　6.5％ 
投資・出資・貸付金 
2604万円　0.8％ 

物件費 
4億7009万円 
14.1％ 

維持補修費　3401万円　1.0％ 

普通建設事業費 
2億7374万円 
8.0％ 

公債費 
2億7355万円 
8.2％ 

繰出金 
5億2696万円 
16.0％ 

人件費 
8億2871万円 
24.9％ 

扶助費 
2億7436万円 
8.3％ 

補助費等 
4億280万円 
12.1％ 

歳 出（目的別） 

歳 出（性質別） 
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25億 

100億 

90億 

80億 

70億 

60億 

50億 

40億 

30億 

20億 

10億 

0

20億 

15億 

10億 

5億 

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

0

財政調整基金 減債基金 特定目的基金 定額運用基金 

1億6557万円 

23億6794万円 

20億1371万円 

16億9318万円 
17億8969万円 

20億498万円 

1億6557万円 

1億6558万円 
1億6571万円 

1億6605万円 

8億9489万円 

8億7750万円 

6654万円 

7億5964万円 

6647万円 

7億9787万円 

7億118万円 

7億5995万円 

6647万円 

8億1761万円 

6646万円 

9億6407万円 

10億2749万円 

11億842万円 

6646万円 

一般会計 特別会計 

25億4625万円 

32億3841万円 
36億8300万円 37億7398万円 37億4374万円 

48億2924万円 

73億7549万円 

84億1667万円 

91億5812万円 
94億4852万円 95億148万円 

51億7826万円 

54億7512万円 
56億7454万円 57億5774万円 

 

　町債とは、町の借金のことです。 

　町債は、単年度に多額のお金を必要と

する事業を実施するために借入れを行う

もので、後年度においても住民の皆様に

負担をしていただくものです。 

　一般会計では、投資的事業に対しての

借入金、国の政策による財源不足を補て

んする借入金などがあります。特別会計

では、下水道事業、農業集落排水事業の

整備に対しての借入金があります。 

　年々、町債残高は増加しています。こ

れは、借入額が返済額を上回っているた

めです。平成13年度以降では、一般会計

で町営住宅川辺西タウン、第３保育所、

ダム湖周辺遊歩道、中学校屋内運動場、

中央公民館図書室、北小学校階段ひる石

改修事業などに対して借入れを行いました。

特別会計では、下水道施設整備事業に対

して借り入れを行っています。 

　また、町債残高はあくまで元金の残高

であり、元金のほか利子の返済をする必

要があります。また、町債残高の増加は、

将来の財政運営に大きな影響を及ぼすこ

ととなります。今後も借入れについては、

慎重に検討していく必要があります。 

　基金とは、町の貯金のことです。 

　財政調整基金は、経済情勢が著しく変

動してお金が不足する時、災害など緊急

的に事業を実施する必要がある時などに

使う貯金です。 

　減債基金は、町債（町の借金）を繰上

償還（借金を期限よりも前倒しで支払う

場合）する時などに使う貯金です。 

　特定目的基金は、目的別の事業に使う

貯金です。町では、まちづくり基金（活

力あるまちづくり事業）、福祉振興基金（福

祉向上事業）、環境整備基金（健康で快適

な生活環境整備事業）、山川橋整備基金（山

川橋架替え整備事業）、スポーツ振興基金

（スポーツ振興事業）、いきがい基金（地

域福祉増進のための各種民間活動振興事業）、

ふるさと農村活性化基金（農村の活性化

事業）の7つの特定目的基金があります。 

　定額運用基金は、定額の資金を運用す

る貯金です。町では、土地開発基金があ

ります。 

町債の残高 

基金の残高 
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　平成18年度水道事業会計は、これまで受け

ていた一般会計からの補助金を一切受けず公

営企業として本来あるべき「独立採算性」と

して、人件費の削減や事務事業を見直し、歳

出の削減を行いました。また、議会・町民の

皆様方のご理解を得て平成18年5月より水道

料金を値上げさせていただき歳入の確保に努

めましたが、平成18年度収益的収支の決算は

1420万円の赤字となりました。 

　上水道事業における運営基盤の強化、安全

安心で快適な給水の確保、災害時における対

策の充実等を図るため、施設の更新計画を策

定し、平成20年度から順次整備を予定してい

ます（ライフライン整備）。 

　依然として厳しい経営状況ですが、今後も

安定した水道供給ができるよう、さらに努力

してまいります。 

　なお、広報かわべ12月号で水道事業につい

ての特集を掲載しますのでご覧ください。 

川辺町の特別会計は全部で6会計あります。その歳入歳出決算を報告します。 
 
①国民健康保険事業特別会計 
　医療費給付をはじめ各種給付を行うことにより、地域医療を保障し、住民の福祉を増進するために設けられ
ている会計です。 
②老人保健特別会計 
　75歳以上の方（一定条件に当てはまる方は65歳以上）の医療費給付を行うために設けられている会計です。 
③学校給食共同調理場特別会計 
　町内の小中学校の給食を共同調理、配食するために設けられている会計です。 
④下水道事業特別会計 
　下水道施設の整備や管理運営を行うために設けられている会計です。 
⑤農業集落排水事業特別会計 
　農業集落排水処理施設の整備や管理運営を行うために設けられている会計です。 
⑥介護保険特別会計 
　40歳以上の人を対象とした保険制度です。保険料を納め、介護が必要となったときに、介護サービスを行う
ために設けられている会計です。 

特別会計決算報告書 

水道事業会計報告書（収益的収支） 

歳　入 

対前年度 
伸び率 ％ 区　分 会　計　名 平成18年度 平成17年度 比　較 

9億9810万円 8億8975万円 1億835万円 12.2

歳　出 9億8495万円 8億7476万円 1億1019万円 12.6

歳　入 10億7888万円 11億6167万円 △ 8279万円 △ 7.1
歳　出 10億5082万円 11億2328万円 △ 7246万円 △ 6.5

歳　入 5245万円 4997万円 248万円 5.0

歳　出 5134万円 4932万円 202万円 4.1

歳　入 7億4862万円 9億4894万円 △ 2億32万円 △ 21.1

歳　出 7億3517万円 9億4723万円 △ 2億1206万円 △ 22.4

歳　入 3679万円 3643万円 36万円 1.0

歳　出 3497万円 3490万円 7万円 0.2

歳　入 6億1279万円 5億4445万円 6834万円 12.6
歳　出 5億2593万円 5億1413万円 1180万円 2.3
歳　入 35億2763万円 36億3121万円 △ 1億358万円 △ 2.9

歳　出 33億8318万円 35億4362万円 △ 1億6044万円 △ 4.5

差　引 

収　益 

費　用 

営業収益 

水道料金 

その他の収入 

営業外収益 

水道加入金等 

雑収入 

収益計 

営業費用 

県水購入費等 

総務費 

減価償却費等 

営業外費用 

利息 

雑支出 

特別損失 

過年度損益修正損 

費用計 

1億8605万円 

1億8498万円 

107万円 

1221万円 

1195万円 

26万円 

1億9826万円 

2億821万円 

1億3603万円 

2413万円 

4805万円 

319万円 

310万円 

9万円 

106万円 

106万円 

2億1246万円 

△1420万円 

特別 
 
会計 

学校給食共同調理場 

下 水 道 事 業  

農業集落排水事業 

介 護 保 険  

合 　 　 計  

国民健康保険事業 

老 人 保 健  
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耐震補強工事がされた西小学校校舎 

ひる石の撤去作業の様子（北小学校） 

山川橋の点検作業の様子 

配備されたAED（川辺町役場） 

合併50周年記念式典の様子 

川辺町第4次総合計画書 

平成18年度主要事業 

平成18年度に実施された主要事業を説明します。 

１．西小学校耐震補強事業（補強計画・実施設計業務）…事業費908万円 

　耐震性能が基準値に満たない学校施設のうち、西小学校校舎の耐震補強工
事のための補強計画と実施設計業務を行いました。補強工事については、平
成19年度に実施していますが、この耐震補強事業の総事業費は約1億円にな
ると見込まれます。 
　また、耐震基準を満たさない他の学校施設についても、耐震補強事業を順
次進めます。 

２．北小学校階段ひる石、旧庁舎アスベスト改修事業…事業費1328万円 

　北小学校階段の「ひる石」と旧庁舎3階天井裏の「アスベスト」の撤去を実
施しました。 
 
　※ひる石の主成分は、マグネシウム・アルミニウムなどです。原石にアス
　　ベストが含まれている可能性が指摘されています。 
　※アスベストとは、天然の鉱物繊維のことで、石綿（せきめん、いしわた）
　　と呼ばれています。その繊維を吸い込むことによって、アスベスト肺、
　　悪性中皮種、肺がんなどの病気を発症する恐れがあります。 

３．山川橋・飛騨川橋詳細点検事業…事業費588万円 

　昭和12年竣工の山川橋、昭和４１年竣工の飛騨川橋は、老朽化が著しく、
今後の橋りょう改修事業などを見据え、橋りょう詳細点検を実施しました。
その結果、損傷の程度や修繕を要する箇所が把握できました。 

４．ＡＥＤ導入事業…事業費189万円 

　万が一の際に尊い人命を救うため、呼吸や脈が停止した傷病者の応急処置
に効果的　なＡＥＤ（自動体外式除細動器）を公共施設（川辺町役場庁舎、
中学校、やすらぎの家、Ｂ＆Ｇ海洋センター、北部公民館）に配備し、施設
職員や消防団員などを対象とした救急救命講習会（ＡＥＤ講習会）を実施し
ました。小学校と保育所については、平成19年度にＡＥＤを配備します。 

５．合併50周年記念事業…事業費193万円 

　合併50周年を記念し、10月1日に記念式典を実施しました。式典では、町
の発展に功績のあった方に対する表彰式、コーラスサークルと川辺中学校生
徒によるコーラス、川辺太鼓による演奏など厳粛かつ心のこもった式典とな
りました。また、記念事業としてスポレクウオーキングなどを開催しました。 

６．第４次総合計画策定事業…事業費255万円 

　まちの将来像をかたちにする「川辺町第4次総合計画」を策定しました。策
定までには、住民意識調査、中学生意識調査などを行い、広くご意見を伺い、
有識者で組織する総合計画審議会、総合計画策定委員会（役場幹部職員）、
ワーキンググループ（若手職員）などで活用させていただきました。第4次総
合計画の概要につきましては、広報かわべ7月号および町ホームページでご覧
いただけます。 
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下水道工事の様子 

完成した川辺西学童保育所 

７．流域関連公共下水道施設整備事業…事業費4億660万円 

　公衆衛生の向上と公共用水域の保全を目的として、平成3年度から順次整備
をすすめています。平成18年度においては、上川辺地区および下吉田（下）
地区の面整備工事を実施しました。また、下水道利用促進事業として、夏休
み期間に親子を対象とした「下水道わくわく探検隊」を実施し、各務原浄化
センター・愛知県下水道科学館を見学しました。川辺ふれ愛まつりでは、汚
泥リサイクル肥料の配布、下水道アンケート調査など啓発活動を積極的に行
いました。 

８．児童クラブ建設整備事業…事業費1087万円 

　共働きなどで保護者が留守になる児童などの健全な育成を図る目的で設置
されている児童館については、比久見地内で開設していましたが、住民ニー
ズが多く施設の定員を上回っていたこともあり、社会福祉協議会が事業主体
となって中川辺に新たな施設が建設されました。町では、その施設建設にか
かる事業費の一部を補助しました。 

　その他にも、艇庫備品修繕事業、防犯活動団体器材支給事業、、生ゴミ堆肥化促進事業、地域包括支援セン 
ター事業、青色回転灯車輌による町内巡回活動、スポーツ振興奨励金制度など様々な事業を実施しました。 

平成18年度に町民1人あたりに使われたお金は、次のようになりました。 
※平成18年4月1日現在の人口11，160人で算出 

民生費　7万6907円 
　介護や保育など福祉事業 
にかかる費用 

総務費　5万635円 
　役場の通常の事務にかか 
る費用 
 

総額　29万7960円 
　町民１人あたりに使われた 
総額です。 
 

土木費　4万5049円 
　道路工事や公園の管理に 
かかる費用 

教育費　3万1530円 
　学校教育や生涯学習、ス 
ポーツの振興にかかる費用 

衛生費　3万4029円 
　各種検診や予防接種、ゴ 
ミの処理にかかる費用など 
 

その他 
8313円 
　商工費、議会費、 
労働費 

農林水産業費　 
1万1794円 
　農林水産業の振興に 
かかる費用 
 

消防費　 
1万5191円 
　消防団の運営や防災に 
かかる費用 
 

公債費　 
2万4512円 
　町債の返済にかかる 
費用 

【問い合わせ先】　役場総務企画課　℡53-2511（内線216） 
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25
9

（火） 　川辺第二保育所でお月見団子作りが行われました｡これは各家

庭ではあまり行われなくなった、季節の伝統行事を体験させるた

め企画されました。 

　園児らは、白玉粉に水を加えたものを耳たぶくらいの硬さにな

るまでこね、一口大にちぎり、表面がツルツルに仕上がるよう、

小さな手を粉で白くしながら、一生懸命に丸めました。 

　午後からの散歩の途中に採ったススキを飾り、おやつの時間に

おいしくいただきました。 

　川辺町文化協会が創立20周年を記念

して、文化祭を開催しました。 

　会場には、絵画や写真、生け花など

の作品が200点ほど展示されたほか、茶

道のお手前、舞踊や歌などの芸能発表

も行われ、来場者を楽しませました。 

21
9

（金） 

《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》  

 

故
　
桑
畑
英
雄
　
様
　 

　
　
　
　
￥
４
０
，０
０
０ 

玉
木
三
郎
　
様 

　
　
　
　
￥
１
０
，０
０
０ 

関
　
昴
宏
　
様 

　
　
　
　
　
　
　 

　

雑
誌  

　  

《
ゆ
う
ゆ
う
舎
川
辺
》  

故
　
桑
畑
英
雄
　
様
　
　 

　
　
　
　
￥
４
０
，０
０
０ 

 《
奉
仕
作
業
》  

川
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

　
　
　
　
湖
岸
道
路
の
清
掃 

◎
寄
付
・
寄
贈 

◎
奉

仕

作

業 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

寄
付
・
寄
贈
・
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

16
9

（日） 

15
9

（土） 

　ＡＬＴ(外国語指導助手)が川辺第一保

育所を訪れました。 

　園児らは、年間３回ほどの訪問を心待

ちにしており、ＡＬＴのグレアム先生が「グ

ッドモーニング！」と教室に入ると大歓声で迎えました。 

　この日は英語で数字や色、動作などを、歌や身振りなどを交えて楽

しく習いました｡　授業の後は、一緒に給食も食べて交流が深められ

ました。 
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30
9

（日） 　福島県喜多方市で第16回全国市町村交流レガッタが開催され、

全国ボート場所在市町村協議会に加盟する28市町村から93クルー、

746人の監督・選手の皆さんが出場しました。 

　川辺町からも8月のふれあいレガッタで優勝した3クルーと川

辺町議会議員チームが参加しました。壮年男子の部に出場した「あ

りがとう」が4位入賞を果たすなど、「ボート王国かわべ」の健在

ぶりを示しました。 

　運転者教育の推進と運転マナーの向上を図るため、道路法令講

習会が開催されました。中部管理局表彰の大脇治さん（比久見）、

緑十字銅章の所昭さん（中川辺）のほか、優良運転者15人が表

彰されました。また飲酒運転が厳罰化（ドライバーに対する罰則

の強化、酒類・車両の提供者、同乗者に対する罰則の新設）され

た道路交通法の一部改正について説明がされました。参加者は、

熱心に受講し、安全運転の決意を新たにしたようでした。 

　ＪＲ東海主催のさわやかウォーキングが川辺町で開催されまし

た。下麻生駅に降りた1,428名の参加者らは、コース途中の川辺

ダム湖の景色を眺めながら、平和錦酒蔵（下麻生）と白扇酒蔵（中

川辺）の２軒の酒蔵を巡り酒蔵見学と試飲を楽しみました。また、

川辺町特産品協議会が販売する野菜やお菓子、味ご飯、お酒など

も好評でした。 

　参加者からは「お酒もおいしいし、景色もきれい。漕艇場では

ボートの練習を見られて楽しかった。」などの声が聞かれました。 

14
10

（日） 　テレビドラマや映画にもなった「1リットルの涙」の著者、（故）

木藤亜也さんの母親である木藤潮香さんを講師にお招きし、川辺

町家庭教育講演会が開催されました。木藤さんは、娘亜也さんと

の10年間に及ぶ闘病生活の経験から、生きることの意味、家族

の絆の大切さを訴えられました。ちょうど思春期の子どもを持つ

世代の参加者も多く、それぞれの家庭での教育を振り返り、涙を

流しながら聞き入る姿が見られました。 

10
10

（土） 

29
9

（土） 

6
10

（金） 
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ぎ
り
す
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に
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の
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184

おいしい給食 おいしい給食 

10月2日の給食 

材
料
（
５
人
分
） 

高
野
豆
腐
…
…
…
…
…
…
…
…
3
5
ｇ

タ
マ
ネ
ギ
…
…
…
…
…
…
…
…
7
0
ｇ 

ツ
ナ
缶
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
0
ｇ 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
…
3
5
ｇ

塩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々 

こ
し
ょ
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々 

パ
ン
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
ｇ 

粉
チ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
ｇ

ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
…
…
…
…
…
…
５
枚 

 

作
り
方 

１
．
高
野
豆
腐
は
、
牛
乳
に
つ
け
て
戻

　
し
軽
く
絞
っ
て
、
さ
い
こ
ろ
に
切
っ

　
て
お
く
。 

２
．
タ
マ
ネ
ギ
は
、
薄
切
り
に
し
、
ツ

　
ナ
缶
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
、
こ
し
ょ

　
う
を
合
わ
せ
て
お
く
。 

３
．
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
①
を
入
れ
、
そ

　
の
上
に
②
を
乗
せ
パ
ン
粉
、
粉
チ
ー

　
ズ
を
乗
せ
て
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
。
（
２

　
０
０
度
１
０
分
ほ
ど
） 

 

ポ
イ
ン
ト 

材
料
を
煮
る
と
き
焦
が
さ
な
い
こ
と
。 

カ
ボ
チ
ャ
は
皮
を
し
っ
か
り
む
く
こ
と
。

（
色
が
き
れ
い
に
仕
上
が
る
） 

 

ひ
と
く
ち
メ
モ 

・
高
野
豆
腐
を
牛
乳
で
戻
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
高
野
豆
腐
特
有
の
に
お
い
が
無

く
な
り
ま
す
。 

・
高
野
豆
腐
は
、
大
豆
か
ら
作
り
ま
す

が
大
豆
よ
り
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
で
食
べ
て
ほ
し
い
食
品
の
一
つ
で

す
。 

・
高
野
豆
腐
の
食
べ
方
と
し
て
は
変
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
煮
物
よ
り
は
食
べ
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…  

タ
ン
パ
ク
質
…
…
9
・

7
g 

脂 

質
…
…
…
…
…
14
・

0
g

高野豆腐のカップ焼き 
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　10月1日から11月30日までの2ヶ月間、「麻薬・覚せい剤乱用防止運動」

を展開しています。 

　麻薬や覚せい剤などの薬物は、使用しているうちにやめられなくなる「依

存性」と乱用による「幻覚・妄想」に伴う自傷、他害の危険性があるとい

う大きな特徴があります。一度だけのつもりがいつのまにか中毒となり、

一度しかない人生が取り返しのつかないものとなります。 

　薬物乱用問題については、自分の子ども・家族だけは大丈夫というきめ

つけは禁物です。薬物乱用に関するテレビ、出版物などから様々な情報が

日常生活の中に氾濫しており、子どもたちは誘惑にさらされています。また、

最近では覚せい剤などの薬物も簡単に手に入るようになっています。 

　薬物乱用問題は普段から関心をもって対処することが大切です。日頃から、

家族の話し合いを通じて、薬物乱用防止に対する「ダメ。ゼッタイ」の正

しい知識を身につけて、私たちの身近な地域社会から薬物乱用を許さない

社会環境をつくっていきましょう。 

日本で乱用されている薬物の種類 

・麻薬（ヘロイン、コカイン、ＬＤＳ）   ・あへん

・大麻 ・覚せい剤

・向精神薬 ・有機溶剤

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

9月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

亡 

出　生 

西栃井　　伊藤　剛生 

　＝中川辺 渡邉　由紀子 

　　 

　  
下麻生 橋　祐子 

　＝大垣市 安田　伸司 

結　婚 

人　口……… 11，137人    （  7減）  
男………………5，486人    （14増） 
女………………５，651人    （21減） 
世帯数………３，638世帯  （45増） 
平成19年10月１日現在の人口・世帯数 
（カッコ内は前年同月比） 

長谷川　冴　子 

尾　畑　智惠子 

平 岡 松 子  

木 下 尚 年  

井 戸 正 義  

早 川 進 勝  

岡 本 光 暎  

上川辺　　井　戸　七夏瀬　　 武　　女 

上川辺　　伊佐治　　頼　　　順也　　男 

石　神　　木　下　桂　花　　好克　　女 

石　神　　園　田　健　人　　裕司　　男 

中川辺　　山　田　侑　奈　　一行　　女 

西栃井　　羽　賀　のどか　　茂男　　女 

下川辺　　中　島　太　新　　正導　　男 

上川辺  

石 神  

石 神  

中川辺 

鹿 塩  

下麻生 

西栃井 

73歳　女　鋼三 

64歳　女　政夫

85歳　女　本人

78歳 男　本人 

87歳　男　新次 

68歳　男　本人 

61歳　男　本人 

ななせ 

らい 

けいか 

けんと 

たいしん 

死　 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　Tel . 53-2515

～麻薬・覚せい剤乱用防止運動 
を実施しています～ 

ゆうな 
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平成24年　岐阜国体ボート競技 

仮設された競技本部 常陸宮殿下もご観覧 

多くの艇が集められた大会会場 

国体準備室 

観覧席の様子 

国体準備室を設置しました 
　10月1日、中央公民館内に国体準備室を設置し、2名の職員を配置

しました。当面は教育委員会事務局との兼務での執務になりますが、

準備委員会の設立などに向けた取り組みを進めて、国体推進の機運を

高めていきます。 

秋田国体ボート競技会場（大潟村）を視察 
　10月の4～6日、6～8日の2班に分かれて、川辺町長、町議会議員、担当職員らで、秋田国体のボート会場（大

潟村）を視察しました｡会場や施設の見学、大潟村役場の訪問を行ったほか、川辺町からの出場選手の応援もし

ました。 
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優勝した少年女子 
舵手つきクオドルプル 

６位入賞した少年男子 
舵手つきクオドルプル 

４位入賞した吉田隆仁さん　 

ボランティアスタッフの活動 

地元の小学生が作ったのぼり旗 

特産品やお土産を販売 

地域住民も国体に参加 
　ボート会場の大潟村の村民のみなさんが、ボランティアスタッフとして運営に携わったり、特産品やお土産

の販売をしたり、また地元の小学生が会場に設置されたのぼり旗を手作りするなど、おのおのの立場で国体に

参加し、大会を盛り上げている姿が多く見られました。 

川辺町の選手も活躍しました 
　秋田わか杉国体には、川辺町出身、在住の選手が多数出場しました。少年女子舵手つきクオドルプル（岐阜

選抜）の篠田成美さんが優勝したほか、少年男子シングルスカルの吉田隆仁さんが４位入賞、少年男子舵手つ

きクオドルプル（岐阜選抜）の渡辺祥さん、西原脩二さんが６位入賞を果たしました。 

【問い合わせ先】　川辺町国体準備室　　℡ 53-2650

ボート 
競技 

水泳 

成年男子 

成年女子 

少年男子 

少年女子 

少年男子A

舵手つきフォア 

舵手つきクオドルプル 

舵手つきクオドルプル 

400ｍ自由形 

シングルスカル

舵手つきクオドルプル 

笠原敬 

（敬称略） 

（西栃井：中部電力） 

（西栃井：中部電力） 

（石神出身：中部電力） 

（比久見出身：中部電力） 

（比久見出身：中部電力） 

（下麻生出身：明治大学） 

（上川辺：東濃実業高校） 

（比久見：加茂高校） 

（上川辺：東濃実業高校教師） 

（石神：東濃実業高校） 

（石神：加茂高校） 

（石神：帝京大可児高校） 

加賀瀬悠 

長谷川隆之 

西野稔 

高井良幸 

井戸希恵 

渡辺祥 

西原脩二 

青田英司（監督） 

吉田隆仁 

篠田成美 

則武寛唯 
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平成19年分年末調整等説明会・青色申告決算等説明会 

　平成19年分年末調整等説明会、所得税の青色申告決算等説明会が次のとおり開催されます。どの会場でも参
加できますが、混雑を避けるため、なるべく対象会場での参加をお願いします。 

・年末調整関係用紙は、説明会開催日のおよそ2週間前に発送されます。   
・不足する用紙がある場合は、お手数ですが説明会会場受付、税務署の源泉担当窓口又は役場税務課へお申
　し出ください。 

・商工会で説明会を計画している場合もありますので、そちらについては直接商工会へお問い合わせください。  

◎年末調整を行う際に注意していただきたい事項  
１.平成19年分の所得税においては、定率減税は廃止となっています。  ２.平成19年分より所得税の税率が変
わりました。３.税源移譲により平成19年分の所得税から控除しきれなくなった住宅借入金等特別控除の額を
平成20年度住民税から控除することができます。この措置を受けるには、市区町村長に対して原則来年の3
月17日までに所定の申告書の提出が必要です。（平成11年1月1日から平成18年12月31日までの間に入居し
た方が対象）  ４.平成19年分より地震保険料控除が創設されました。損害保険料控除については、平成18年
12月31日までに締結した長期損害保険については、そのまま控除の対象となります。   
【問い合わせ先】・関税務署　TEL0575－22－2233 　・役場税務課　TEL53－2514（内線130、132）  

 「障がいをもっていても あたりまえに 地域の中で、普通の暮らしをさせたい。」知的障がいと自閉症をあわ
せもつ徹之さんを川崎市の職員へと成長させた洋子さん。「前例がないなら、前例になろう」と歩んでこられ
た道を保護者の皆様はもちろん、地域住民をはじめ教育､行政、福祉関係者の皆様にも是非お聞きいただきたい
と思っています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

【日時】　平成19年12月1日（土） 
　　　　　13：30～16：00 
【場所】　川辺町中央公民館ホール 

講師　明石洋子さん 
　　　明石徹之さん 

【問い合わせ先】　社会福祉法人川辺町社会福祉協議会　　TEL 53－2121

講師プロフィール 
明石洋子さん　 
社会福祉法人あおぞら共生会副理事長 
日本自閉症協会川崎市支部支部長 
全国障害者生活支援研究会理事　他 
著書 
「お仕事がんばります」 
「ありのままの子育て」　(全てぶどう社)　 
 
明石徹之さん 
川崎市公務員（川崎市健康福祉局長寿荘勤務） 
 

障がい者が地域で生活するために 
～自立への子育て　自閉症の息子と共に～ 

地域福祉講演会 

年末調整等説明会 

あなたの住所が、 
美濃加茂市、坂祝町、富加町の方 
 

美濃加茂市文化会館大ホール 
（美濃加茂市島町2-5-27） 

平成19年11月27日（火） 
13：30～15：30

関市、美濃市の方 
 

学習情報館（関市役所隣）多目的ホール 
（関市若草通2－1） 

平成19年11月28日（水） 
13：30～15：30

川辺町、七宗町、八百津町 
白川町、東白川村の方 
 

川辺町中央公民館ホール 
（川辺町中川辺1518-4） 

平成19年11月29日（木） 
13：30～15：30

郡上市の方 
 

郡上市役所八幡防災センター 
（郡上市八幡町島谷228） 

平成19年11月30日（金） 
13：30～15：30

対　　象　　者 開 催 日 時 開　　催　　場　　所 

所得税の青色申告決算等説明会 

美濃加茂市文化会館大ホール 
（美濃加茂市島町2-5-27） 

平成19年11月27日（火） 
10：00～12：00

学習情報館（関市役所隣）多目的ホール 
（関市若草通2－1） 

平成19年11月28日（水） 
10：00～12：00

郡上市役所八幡防災センター 
（郡上市八幡町島谷228） 

平成19年11月30日（金） 
10：00～12：00

開 催 日 時 開　　催　　場　　所 
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　毎年恒例の川辺ふれ愛まつりが開催されます。今年も楽しい企画がたくさん用意されておりますので、みな

さんお誘い合わせのうえ、ご来場ください｡ 

１１/１７・１８ 川辺ふれ愛まつり2007開催 川辺ふれ愛まつり2007開催 

【日　時】　11月17日(土) ･18日(日) 

　　　　　　午前10時～午後3時まで 

【場　所】　川辺町役場前駐車場・中央公民館 

【内　容】　ミニ商店街、美浜町海の幸無料試食会、農産物即売 

　　　　　　芸能発表会、健康福祉フェア　ほか 

【プログラム】 18日（日） 

10 : 00～　フリートークショー 

10 : 15～　ふるさと川辺の遊名人 

11 : 00～　バナナのたたき売り 

11 : 30～　じゃんけんゲーム 

11 : 50～　休憩（BGM） 

12 : 30～　各種表彰式 

12 : 45～　農産物品評会表彰式 

13 : 30～　もち投げ 

13 : 40～　バナナのたたき売り 

14 : 20～　ふるさと川辺の遊名人 

17日（土） 

10 : 00～　オープニングセレモニー 

10 : 30～　ふるさと川辺の遊名人 

11 : 30～　じゃんけんゲーム 

12 : 00～　休憩（BGM） 

12 : 30～　ビンゴゲーム 

13 : 00～　よさこい踊り 

※予定は変更になる場合があります。 

【問い合わせ先】　役場産業環境課　　 TEL 53－7212

成人
式のご

案内成人
式のご

案内

　川辺町では、成人式を次のとおり開催します。

対象となる方には、別途ご案内をさせていただき

ます。ぜひご出席ください。 

【日　時】　平成20年1月13日(日)　　午前9時30分から（受付開始午前8時30分） 

【会　場】　川辺町中央公民館ホール 

【内　容】　祝賀式典、懇親会 

【対象者】　昭和62年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた方で川辺町に住民登録して

　　　　　　いる方および平成14年度川辺中学校卒業生で町外に転居された方。 

　今年度の成人式は、後藤千里さん（石神）、古田麻理香さん（石神）ほか数名の新成人が企画に参加
し、当日も司会進行役を務めてくれます。例年とは一味違った成人式をご期待ください。 

〈後藤さん、古田さんよりメッセージ〉 

後藤さん「久しぶりに同級生が集まれる機会なので、多くのみな
　　　　さんの参加をお願いします。」 

古田さん「みなさんに楽しんでいただけるよう、精一杯企画して
　　　　いますので、ぜひ参加をお願いします。」 

【問い合わせ先】川辺町教育委員会　　TEL 53－2650打合せの様子 
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【12月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日、12月29日、30日、31日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388
〈開 館 時 間〉　9:00～12:00/13:00～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
　　　　　　　年末年始12/29～1/3

☆子育て相談 

 子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽に、ご相談ください。お電話もお待ちしています。 

すくすくひろば 

　☆0・1歳児対象（火曜日）10時～  

  　 4日・・・読み聞かせ  

 　11日・・・クリスマス会  

　 18日・・・ふれあい遊び 

　 25日・・・きれいにしましょう 

わくわくひろば 

　☆2才以上対象(金曜日）10時～  

　　7日・・・読み聞かせ  

　 14日・・・ふれあい遊び  

　 21日・・・クリスマス会 

　 28日・・・きれいにしましょう 

クリスマス会予約 

　☆11月19日（月）から開始します。

　すくすく、わくわく共に先着20組程

　度です。 

予定は、変更になることもあります。 

【12月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 
 

　指導員が丁寧に一人、一人のペースに合わせてく

れるので初めての人でも安心です。持ち物だけは、

ちゃんと持ってきてね。 

（事前に参加費と申込書を提出してください。予約

制でおこなっています。） 

工作の日 
（毎月第3土曜日） 

13：30～ 

なかまあそび 
（毎月第2土曜日） 

13：30～ 

　毎月、みんなで楽しくできるあそびをしていま
す。初めての子、途中から参加も大歓迎です。
12月は、大縄跳びを予定しております。 
（事前の申込みは、必要がありません。） 

☆活動の無い日も、広いプレイルームや、中庭の芝生 

　広場で、自由に遊べます。 

【うんどう会】 

　すくすく、わくわく共に親子ではしったり、踊ったり 

大はしゃぎでした。 

「サークル募集中」 

　サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日 

行なっています 

 1 日（土） 映写会 
 3 日（月） スマイル☆きっず 
 5 日（水） おとうさん広場 
 8 日（土） なかまあそび 
12 日（水） あかちゃん広場 
15 日（土） 工作の日 
17 日（月） ハッピー☆きっず 
19 日（水） おとうさん広場 
22 日（土） 読み聞かせの日 
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（都合により日時などが変更になることもあります。） 

12

相 談 窓 口 相 談 窓 口 
 

 

 

健康相談 

【日時】11月  7日（水）　13時～14時 

　　　　11月19日（月）　10時～11時 

　　　　11月22日（木）　10時～11時 

【場所】保健センター  

        　（11月22日のみ､やすらぎの家） 

【相談者】保健センター職員 

【問い合わせ先】保健センター　Tel 53-2515 

 

無料法律相談 

【日時】11月14日（水）13時～16時（要予約） 

【場所】やすらぎの家 

【相談者】岐阜県弁護士協会 

【問い合わせ先】やすらぎの家　Tel 53-2121

心配ごと相談 

【日時】11月21日（水）　9時～12時 

【場所】やすらぎの家 

【相談者】民生委員、人権擁護委員、行政相談員 

【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513 

 

人権相談 

【日時】12月7日（金）　午後1時～4時 

【場所】やすらぎの家 

【相談者】人権擁護委員 

【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513 

 

川辺町教育相談電話 

【日時】月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分 

【場所】電話での相談　53-4649（直通） 

【相談者】教育委員会担当職員 

【問い合わせ先】教育委員会　Tel 53ｰ2650

■イベント ■ごみ収集 

 

■保育所・学校行事 

 

 2　　 加茂駅伝大会 

 5　　参観日（川辺東小） 

15      劇発表会　(第一･二保育所) 

26      終業式（各小中学校） 

28　　終わりの式（各保育所） 

12
  4　　　　　陶器類　　　　　　　 

12　・13　・26　・27　  ペットボトル 

12　・13　   蛍光管 

17     　　    ガラス・食用ビン・可燃粗大 

14　・28　   その他プラスチック 

　           　（午前９時までに出してください） 

 

平成19年10月1日付け川辺町人事異動 平成19年10月1日付け川辺町人事異動 

10月1日付けの人事異動は以下のとおりです。（カッコ内は前職） 

・国体準備室長兼務 

　　山崎　国雄（教育委員会事務局教育課　課長補佐） 

・国体準備室兼務 

　　佐伯　浩二（教育委員会事務局教育課　主査） 

・住民課 主事 

　　西野  真美（総務企画課　主事） 

【問い合わせ先】役場総務企画課　TEL53－2511（内線212） 

よろ
しくお願いします
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11月の税 
国民健康保険税　8期 

町県民税普徴分　3期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　11月30日まで 

多
重
債
務
面
接
相
談
会 

　
　
　
（
美
濃
加
茂
会
場
） 

　
岐
阜
県
は
、
多
重
債
務
者
支
援

の
一
助
と
す
る
た
め
、
各
偶
数
月

に
「
多
重
債
務
１
１
０
番
」
を
開

催
し
、
電
話
と
面
接
で
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
が
、
当
１
１

０
番
に
足
を
運
び
に
く
い
相
談
者

の
た
め
、
県
司
法
書
士
会
の
協
力

得
て
、
各
圏
域
巡
回
方
式
に
て
面

接
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

美
濃
加
茂
会
場
で
は
下
記
日
程
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
11
月
16
日
（
金
） 

13
時
〜
16
時 

【
場
所
】 

可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
）

５
南
３
、
５
北
会
議
室 

【
相
談
対
応
】 

司
法
書
士
、
県
消
費
生
活
相
談
員 

【
相
談
方
法
】 

面
接
の
み
　
30
分
予
約
制 

（
先
着
12
名
） 

【
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課 

　
０
５
８
―

２
７
２
―

１
１
１
１
　

　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
９
０
） 

予
約
受
付
：
11
月
１
日
よ
り
当
日

ま
で
（
土
日
を
除
く
）
８
時
30
〜

17
時
15
分
ま
で 

 

岐
阜
県
最
低
賃
金
の
改
正 

　
岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
、
本

年
10
月
19
日
か
ら
時
間
額
６
８
５

円
（
10
円
の
引
上
げ
）
と
す
る
よ

う
改
正
し
ま
し
た
。
「
岐
阜
県
最

低
賃
金
」
は
、
常
用
・
臨
時
・
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
い
っ

た
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
が
日
給
・

月
給
等
で
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
、

最
低
賃
金
額
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
当
該
賃
金
を
１
時
間

当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て
、
最

低
賃
金
額
と
比
較
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
低
賃
金
の
対
象
と
な

る
賃
金
は
、
通
常
の
所
定
内
賃
金

に
限
ら
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨

時
の
賃
金
、
休
日
・
時
間
外
な
ど

の
割
増
賃
金
や
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
（
交
通
費
）
、
家
族
手
当

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労

働
契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃

金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
０
５
８
―

２
４
５
―

８
１
０
４ 

 

岐
阜
県
民
手
帳
販
売
の
ご
案
内 

 

役
場
総
務
企
画
課
で
は
各
種
統
計

資
料
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
岐
阜
県
民
手

帳
を
販
売
し
ま
す
。 

　
昨
年
ま
で
は
自
治
会
を
通
じ
購

入
希
望
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
役
場
総
務
企
画
課
窓
口

で
販
売
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
可

茂
総
合
庁
舎
売
店
に
お
い
て
は
、

1
月
31
日
（
木
）
ま
で
販
売
し
て
い

ま
す
。 

【
期
間
】 

11
月
１
日(

木)

〜
12
月
14
日(

金) 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で 

(

土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く) 

【
場
所
】 

役
場
総
務
企
画
課(

役
場
２
階) 

【
色
】
黒
・
青
・
エ
ン
ジ
・
グ
レ

ー
の
４
色 

【
価
格
】
１
冊
　
４
８
０
円 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１ 

　
　
　
　
　(

内
線
２
１
５) 

      

自
衛
隊
生
徒
の
募
集
　 

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
生
徒

と
は
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て
勤
務

（
給
与
・
手
当
支
給
）
し
な
が
ら
、

高
等
学
校
教
育
を
受
け
る
制
度
で

す
。
志
願
書
類
の
請
求
は
自
衛
隊

美
濃
加
茂
事
務
所
ま
で
。 

【
応
募
資
格
】 

　
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
者
（
平
成
20
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
） 

【
受
付
締
切
】 

平
成
20
年
１
月
８
日
ま
で 

【
一
次
試
験
日
時
】 

平
成
20
年
１
月
13
日 

【
試
験
会
場
】 

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
（
各
務
原

市
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務
所 

　
２
５
―

７
４
９
５ 
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岐
阜
大
学
公
開
講
座 

｢
第
27
回
親
子
天
文
教
室｣ 

　
岐
阜
大
学
の
公
開
講
座
、
「
第

27
回
親
子
天
文
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
秋
の
夜
長
に
天
体
観
測

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
11
月
17
日(

土)
　 

午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
） 

【
場
所
】 

「
日
本
最
古
の
石
博
物
館
」 

　
七
宗
町
中
麻
生
１
１
６
０
番
地 

【
講
師
】 

岐
阜
大
学
　
川
上
紳
一
教
授
　 

【
内
容
】 

天
体
望
遠
鏡
（
ス
ピ
カ
）
を
作
成

し
、
月
や
秋
の
星
座
を
観
察 

【
定
員
】
25
組 

【
締
切
】
平
成
19
年
11
月
10
日
（
土
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

【
教
材
費
】 

一
人
　
２
，５
０
０
円 

【
申
込
方
法
】 

岐
阜
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申

し
込
み 

h
ttp
:/
/
c
h
ig
a
k
u
.e
d
.g
ifu
-

u
.a
c.jp
 

【
そ
の
他
】 

帰
宅
が
遅
く
な
る
の
で
、
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
理
科
教
育
講

座
　 

　
０
５
８
―

２
９
３
―

２
２
６
２ 

 

「
よ
く
わ
か
る
！ 

　
裁
判
員
制
度
in
可
児
」 

　
裁
判
員
制
度
を
よ
り
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
岐
阜
地
方
裁
判

所
、
岐
阜
地
方
検
察
庁
、
岐
阜
県

弁
護
士
会
が
合
同
で
裁
判
員
制
度

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
よ
く
わ
か
る
！
裁

判
員
制
度
in
可
児
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
12
月
９
日
（
日)

　 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

（
会
場
12
時
30
分
） 

【
場
所
】 

可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー 

映
像
シ
ア
タ
ー 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
80
名
（
要
予
約
） 

【
応
募
方
法
】 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
先
着
順
に

受
付 

【
締
切
】
　 

平
成
19
年
11
月
30
日(

金) 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課 

　
０
５
８
―

２
６
２
―

５
１
２
１ 

 
　
０
５
８
―

２
６
２
―

２
３
５
３ 

 

県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

学
生
募
集 

　
花
の
生
産
、
流
通
、
装
飾
、
造

園
・
緑
化
、
環
境
・
景
観
、
癒
し
・

利
用
分
野
の
人
材
育
成
を
行
う
花

と
緑
の
総
合
的
な
研
究
機
関
で
あ

る
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
「
マ

イ
ス
タ
ー
科
」
、
「
上
級
マ
イ
ス

タ
ー
科
」
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

【
願
書
受
付
期
間
】 

平
成
19
年
12
月
17
日
（
月
）
か
ら 

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）
ま
で 

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
や
学
生
募

集
要
項
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方

は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

教
務
担
当 

　
６
０
―

５
２
５
０ 

 
不
適
正
森
林
開
発
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施 

 
 

森
林
管
理
に
お
け
る
法
令
遵
守

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
違

法
な
森
林
開
発
の
早
期
発
見
を
強

化
し
ま
す
。 

　
不
適
正
森
林
開
発
の
防
止
に
関

す
る
啓
発
と
、
「
不
適
正
森
林
開

発
一
一
○
番｣

の
設
置
を
行
な
い
ま

す
。
森
林
内
に
入
ら
れ
た
時
、
不

信
な｢

立
木
伐
採｣

、｢

建
築
物｣

、｢

掘

削｣

等
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
次

ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

【
実
施
期
間
】 

平
成
19
年
11
月
１
日
（
木
）
〜
平
成

19
年
11
月
30
日
（
金
） 

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

「
違
法
森
林
開
発
一
一
○
番
」 

可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課 

　
２
５
―

３
１
１
１ 

（
内
線
４
２
５
、
４
２
６
） 

 

人
権
週
間 

 
 

昭
和
23
年
12
月
10
日
に
国
連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
「
人

権
デ
ー
」
が
定
め
ら
れ
、
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」

と
し
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

　
川
辺
町
で
は
、
次
の
と
お
り
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。 

【
相
談
日
】 

平
成
19
年
12
月
７
日
（
金
） 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

【
場
所
】
や
す
ら
ぎ
の
家 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
住
民
課 

　
５
３
―
２
５
１
３
（
内
線
１
２
５
） 

 

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率…………下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口………下水道整備区域の人口 

 
※下水道への接続工事等に必要な資金の融資あっせん及び利子補給の 
　制度があります。 
　対象：使用が可能となってから３年以内の区域（家屋の新築に伴う 
　　　　工事は対象外） 
 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

5,631人 1,745世帯 67.1% 

 0.3% 

 

+29人 +8世帯 

区 域 内 人 口  8,392人 

 

下水道の接続状況 （平成19年9月30日現在） 
～下水道区域内の方は下水道への早期接続をお願いします～ 

FAX
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町　章 

平成19年11月1日号　Vol.461

その27

　
神
社
の
由
来
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
太
部
の
名
称
よ
り
、

平
安
時
代
（
七
九
四
〜
）
に
創
建

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

　
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
、

大
嶋
光
政
に
よ
っ
て
菅
原
道
真
が

祀
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
古
天
神

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
祭
礼
の
山
車
二
台
の
う
ち
、
西

車
は
須
佐
之
男
命
、
東
車
は
新
田

義
貞
の
人
形
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

大
嶋
氏
の
先
祖
は
、
新
田
義
貞
の

一
族
で
し
た
。
祭
礼
の
重
要
な
行

事
に
、
沛
王
の
酒
買
い
の
儀
式
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
神
事
は
、
お
祭

り
の
日
の
早
朝
、
沛
王
が
酒
蔵
で

酒
を
買
う
儀
式
で
す
。
酒
の
代
金

は
、
江
戸
時
代
の
文
銭
で
や
り
と

り
さ
れ
、
酒
蔵
の
主
人
と
沛
王
と

の
間
で
、
次
の
よ
う
な
押
し
問
答

が
あ
り
ま
す
。 

主
人
「
お
金
（
十
二
文
）
が
足
り

な
い
よ
う
で
す
。」 

沛
王
「
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
、
。

勘
定
し
な
お
せ
。
」 

主
人
「
ひ
ぃ
、
ふ
ぅ
・
・
あ
ぁ
、

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」 

沛
王
「
（
指
を
徳
利
の
口
に
差
し

入
れ
）
酒
が
徳
利
に
十
分
に
入
っ

て
い
な
い
。
」 

主
人
「
（
酒
を
足
す
）
こ
れ
で
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
」 

沛
王 

(

酒
が
入
っ
た
こ
と
を
確
か

め
る
） 

　
す
べ
て
無
言
劇
で
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
運
ば
れ
ま
す
。 

　
沛
王
と
は
、
中
国
の
漢
の
国
王

の
名
前
で
す
。
川
辺
と
の
関
係
は
、

こ
の
地
方
の
領
主
、
大
嶋
氏
の
四

代
義
也
が
、
長
崎
奉
行
を
務
め
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

沛
王
の
こ
と
を
知
っ
て
、
能
面
と

衣
装
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
以
来
、

神
社
の
境
内
の
舞
殿
で
、
「
沛
王

の
舞
い
」
と
い
う
能
楽
奉
納
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
酒
買
い
の
儀
式
の
神
事
は
、
こ

の
沛
王
の
一
部
が
、
パ
ン
ト
マ
イ

ム
と
な
っ
て
、
現
在
に
伝
え
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

 

※
ふ
る
さ
と
の
史
話
を
執
筆
い
た
だ

い
て
い
た
、
木
下
尚
年
さ
ん
は
9
月

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
遺
族

の
了
解
を
得
て
、
生
前
お
預
か
り
し

て
い
た
原
稿
に
よ
り
３
月
号
ま
で
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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７
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

体
育
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
２

０
１
２
年
（
平
成
２４
年
）
第
67
回

国
民
体
育
大
会
の
開
催
地
に
岐
阜

県
が
正
式
内
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
公
募
さ
れ
た
岐
阜
国
体
の
愛

称
も
発
表
さ
れ
、
１
万
件
の
中
か

ら
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
美
し
い
清
流
に
恵
ま

れ
た
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
。
爽
や
か

な
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
人
び
と

が
出
会
い
、
絆
を
深
め
る
舞
台
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

清
流
・
飛
騨
川
の
ほ
と
り
、
川
辺

町
も
ボ
ー
ト
競
技
会
場
に
正
式
内

定
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
人
び
と
が
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
き
、
夢
と
感
動
を
分
か
ち

合
い
、
と
も
に
未
来
を
つ
く
る
国

体
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
正
式
名

称
は
、
全
国
ボ
ー
ト
場
所
在
市
町

村
協
議
会
と
い
い
ま
す
。
ボ
ー
ト

場
を
持
つ
市
町
村
の
あ
つ
ま
り
で
、

昭
和
63
年
、
川
辺
町
、
下
諏
訪
町

（
長
野
県
）
、
美
浜
町
（
福
井
県
）

の
３
町
長
が
発
起
人
と
な
っ
て
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
時
は
、
９

市
町
で
始
ま
っ
た
当
協
議
会
も
、

20
年
目
を
迎
え
る
本
年
は
、
新
た

に
新
潟
県
上
越
市
、
奈
良
県
奈
良

市
を
迎
え
、
加
盟
市
町
村
は
28
を

数
え
ま
す
。
年
に
一
度
、
首
長
会

議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
と
、
全
国
交
流

レ
ガ
ッ
タ
を
開
催
し
て
お
り
、
本 

年
度
は
埼
玉
県
戸
田
市
で
サ
ミ
ッ

ト
を
、
福
島
県
喜
多
方
市
で
レ
ガ

ッ
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
故
・
遠

藤
稔
川
辺
町
長
が
初
代
会
長
に
就

任
さ
れ
、
現
在
、
第
５
代
会
長
を

私
が
務
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
サ

ミ
ッ
ト
加
盟
市
町
村
が
、
多
く
国

体
ボ
ー
ト
競
技
会
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
兵
庫
の

じ
ぎ
く
国
体
で
は
豊
岡
市
（
城
崎

町
）
が
、
本
年
秋
田
わ
か
杉
国
体

で
は
大
潟
村
が
ボ
ー
ト
競
技
会
場

で
、
と
も
に
サ
ミ
ッ
ト
加
盟
市
町

村
で
す
。
サ
ミ
ッ
ト
発
起
人
の
う

ち
、
美
浜
町
は
昭
和
43
年
（
１
９

６
８
年
）
福
井
親
切
国
体
で
、
下

諏
訪
町
は
昭
和
53
年
（
１
９
７
８

年
）
長
野
や
ま
び
こ
国
体
で
ボ
ー

ト
競
技
会
場
に
な
り
ま
し
た
。
加

盟
市
町
村
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
ボ
ー
ト
王
国
か
わ
べ
の
名
に

恥
じ
な
い
、
す
ば
ら
し
い
国
体
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
準

備
の
進
捗
状
況
や
国
体
情
報
は
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
随
時
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

太
部
古
天
神
社 

太
部
古
天
神
社 

ぎ
ふ
清
流
国
体
と
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ぎ
ふ
清
流
国
体
と
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト 
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